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１．時空間分解能需給バランシング

２．PV/需要予測不確実さと階層型最適化

３．区間予測に基づく最適化
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PV発電/需要予測

空間集約
（低空間分解能化）

空間分解
（高空間分解能化）

蓄電計画
予測精度の改善と
複雑な制約の緩和
需要家の融通性大
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需給バランス

例：系統大の分オーダー

例：需要家ごとに
時間、日オーダー

高時間分解能 低時間分解能

需要家側

系統側

中給
G
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GG
発電G/蓄電Bの制御

高い予測精度と
リアルタイム性重視

充電制約

需要家側の
細かい振舞いは
空間集約で
系統側に
現れにくい
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１．時空間分解能需給バランシングの提案

２．PV/需要予測不確実さと階層型最適化
定本，武藤，石崎，植田（東工大）
大関，村田，益田（産総研）

３．区間予測に基づく最適化
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：蓄電量[kWh]

：需要(PV発電含)[kW]
：発電量(消費量)[kW]

空間集約の例：３つの蓄電池を１つとして扱う

蓄電池の時間発展

空間集約

空間集約した蓄電池の時間発展
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時間集約の例：３時間を１単位時間として扱う

蓄電池の時間発展

[kW
h]

[kW
h]

[t]時間集約

[k]

0 1 2 3

0 1

時間集約した蓄電池の時間発展
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蓄電池の時間発展（（PV/需要は正規分布に従う確率変数と仮定）

：蓄電池数 ：全時間長

空間集約

：１単位時間長
：集約した全時間長

時間集約

集約した蓄電池の時間発展

: :
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蓄電池の時間発展

空間集約した蓄電池の時間発展最適化

空間集約

時間集約した蓄電池の時間発展最適化
時間集約

16

Given：

蓄電池の劣化に起因する費用 燃料費 終端拘束

および評価関数の設計パラメータJS
ES



①

②

蓄電量の
上下限

※ 機会制約（Chance Constraint）付き確率的最適化

⑤

⑥
発電量の
上下限

に対して

③

④

蓄電速度の
上下限

時刻 で蓄電量 が下限値 を超えない確率が
以上
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３． 分散が小さいほど拘束条件は緩和される
が小さいほど拘束条件は厳しくなる

２．機会制約付き確率的最適化問題は２次計画問題に帰着可

１．PV・需要予測がつぎの関係を満たせば階層上下間の
評価値が保存されるJS

ES
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１．時空間分解能需給バランシングの提案

２．PV/需要予測不確実さと階層型最適化
定本，武藤，石崎，植田（東工大）
大関，村田，益田（産総研）

３．区間予測に基づく最適化
小池，石崎，定本（東工大）
N. Ramdani (Univ. of Orleans)
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S.t.
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